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網走西部流域・紋別市とは 網走西部流域 紋別市 は

 紋別市は、「日本で最大の森林認証エリア」から生産される「森林認証材」の様々な用紋別市は、「日本で最大の森林認証エリア」から生産される「森林認証材」の様々な用
途開発を進め 森林環境の保全と木材資源の有効活用を両立する循環型社会を目指し途開発を進め 森林環境の保全と木材資源の有効活用を両立する循環型社会を目指し
 紋別市は、「日本で最大の森林認証エリア」から生産される「森林認証材」の様々な用紋別市は、「日本で最大の森林認証エリア」から生産される「森林認証材」の様々な用
途開発を進め 森林環境の保全と木材資源の有効活用を両立する循環型社会を目指し途開発を進め 森林環境の保全と木材資源の有効活用を両立する循環型社会を目指し途開発を進め、森林環境の保全と木材資源の有効活用を両立する循環型社会を目指し、途開発を進め、森林環境の保全と木材資源の有効活用を両立する循環型社会を目指し、
地域の川上～川下・行政とのネットワークを活かして、地域の活性化を目指して取り組ん地域の川上～川下・行政とのネットワークを活かして、地域の活性化を目指して取り組ん
でいます。でいます。  

途開発を進め、森林環境の保全と木材資源の有効活用を両立する循環型社会を目指し、途開発を進め、森林環境の保全と木材資源の有効活用を両立する循環型社会を目指し、
地域の川上～川下・行政とのネットワークを活かして、地域の活性化を目指して取り組ん地域の川上～川下・行政とのネットワークを活かして、地域の活性化を目指して取り組ん
でいます。でいます。  2 
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SGEC森林認証の取組みSGEC森林認証の取組み 
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オホーツク産材（認証材）による 

「森林認証材活用促進協議会」の取組み「森林認証材活用促進協議会」の取組み 
 
設 立／平成21年3月25日設   立／平成21年3月25日 
構   成／紋別市内の川上～川下関係者（林業・林産加工業・建築業）12社 
取組内容／・地域材活用ネットワークの構築（川上～川下） 

・地域認証材の新たな利用と製品化に向けた開発        地域認証材の新たな利用と製品化に向けた開発 
           京都大学（地球環境学堂）との共同研究（H21・H22取組み） 
              「Ｊ.podｼｽﾃﾑ」を発展させ、地域材を利用した新たな工法による地域住   
               宅・仮設住宅への展開と実証ﾓﾃﾞﾙ建物建設・検討 
              当初の目標／都市部への災害などの緊急時向けの仮設住宅の提案    
        ・地域認証材のブランド化・認証基準構築 
           「オホーツクＷＯＯＤ認証委員会」の設立（H23.3） 
              JAS基準より厳しい認証基準を制定し、品質保証 
        ・紋別市が進める「都市との連携」への協力・支援 
           東京都港区との連携促進 

間伐材を始めとした国産材の活用促進に関する協定(H23 2)              間伐材を始めとした国産材の活用促進に関する協定(H23.2) 
              「みなと」緑の循環協定ｼｽﾃﾑの提案 
              仮設住宅材備蓄基地構想の提案 

森林認証の取得拡大       ・森林認証の取得拡大   
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ワンウェイフレーム構造ハウスワンウェイフレ ム構造ハウス 

・構造／木造平屋 ・床面積／47.6㎡構造／木造平屋      床面積／47.6㎡ 
・壁／カラマツ羽目板    ・屋根／ガルバリゥム鋼板 
・床／ｼﾗｶﾊﾞ・ﾐｽﾞﾅﾗﾌﾛｱｰ ・天井／トドマツ羽目板 
・木材使用量／9.5m3（フレーム・羽目板等全部材） 

・部材や製品は、地域で生産・加工された汎用性のある製品を使用しています。 

フレ ム／横材 ｶﾗﾏﾂ集製材(105×210) 縦材 ﾄﾄﾞﾏﾂ製材(2 49 5×180)   フレーム／横材～ｶﾗﾏﾂ集製材(105×210)・縦材～ﾄﾄ ﾏﾂ製材(2-49.5×180) 

・フレームの建方が容易で施工期間・ｺｽﾄ削減が図れます。 

   重機は使用せず２ｔユニック車と、人員2人で運搬建方・・期間2日)         メリット 

5 
・部材のストックや運搬(2tﾕﾆｯｸ車)が容易                    

・耐震性に優れています。(奈良県森林技術センターで耐力試験実施済) 5 

紋別市の「ワンウェイフレーム・ハウス」実証試験地 

ワンウェイフレームの実証実験地 
 オホーツク海に面した、風雪・風雨・風当たり・流氷の接岸等、自然条件の厳しい条件 
の場所としたの場所とした。 
 新たな工法の周知を狙い、地域内外から関係者・住民が訪づれる「もんべつ道の駅」隣 
接地とした    6 

- 3-



ワンウェイフレーム実証試験建物図面 
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「ワンウェイフレーム」によるプレファブリケーション 

 

 

 

 

 

 
・従来は、「ロの字フレーム」を製材所等で事前にプレハブ化し、現場で建方をおこなっていた。

 ・紋別では、出来上がる空間は同じであるが、「木枠パネル」として製材所・作業場等でプレハブ化する。 
・ 「木枠パネル」は集成材ラミナに類似したトドマツ板材を組合わせてパネルをつくる。 
     反りやすいトドマツ無垢材をパネル成形により精度を上げる。 
・「床梁・小屋梁」は既製品のカラマツ集成材（105×210mm）を用いた。 
※「ロの字形式」 ・「木枠パネル」ともに梁間・縦方向スパンが共に自由に寸法変更可能 

8 

- 4-



「ドリフトピンと L型プレート」による接合部 

・大断面集成材のドリフトピン接合を応用・準拠した汎用性の高い接合部 
  特許工法でなく、技術蓄積の高いオープン工法。「許容応力度計算」で構造検証 

・ドリフトピン打ち込みのみによる簡易な接合部。（ドリフトピン～1ｺｰﾅｰ48本使用） 
  一般的工具を用い地域ビルダーでも製作可能（ドリル・ハンマー）を実証。 9 

「ワンウェイフレーム」モデルハウス建築概要 

【規模】■床面積／47 56 ㎡【規模】■床面積／47.56 ㎡ 
        小規模な建物で、紋別道の駅に隣接しているため、展示会・モニター調査以外には市民の多目  
       的利用施設として盛んに利用されている。 

■梁材／カラマツ集製材 105×210mm     ■梁材／カラマツ集製材 105×210mm 

      ■木枠パネル材／トドマツ製材 2×49.5×180mm 
      ■内壁／カラマツ針葉樹合板 t=12mm                           森林認証材 

■外壁／カラマツ羽目板 t=15mm      ■外壁／カラマツ羽目板  t=15mm 
      ■床材／ミズナラ・シラカバ・フローリング t=18mm 
      ■天井材／トドマツ羽目板 t=11mm 10 
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ワンウェイフレーム・ハウスの建築プロセス 
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ワンウェイフレーム・ハウスの建築プロセス 
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ワンウェイフレーム・ハウスの建築プロセス 
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応急仮設住宅の提案（1～3DK） 

14 
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応急仮設住宅の提案（1～3DK） 
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応急仮設住宅の提案（1～3DK） 
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応急仮設住宅の提案（グループホーム型） 
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応急仮設住宅の提案（備蓄保管構想） 

部材の備蓄 ／ フレーム部材・木枠パネルを製作し、必要部材とともに備蓄紋別市    
     に備蓄。（備蓄～旧道都大学跡地施設、工務店作業場倉庫、市内空き施設の確保） 

部材の輸送 ／ 重要港湾「紋別港 からの輸送部材の輸送 ／ 重要港湾「紋別港」からの輸送 
           「苫小牧港」からの輸送（高速道路経由） 

・日常時には部材・施設の一般運
用を行い、災害時には緊急対応可
能な仕組みを！

地
震･

災
害

力
に
心
配

恵
ま
れ
自能な仕組みを！ 

 （製造者との契約締結が必要。備蓄ス
ペースの省略化と合理的な資源利用） 

紋別市に被災者の応急住宅を確

害
が
な
く
・暑

配
が
無
く
海
・川

自
然
豊
か
な
紋・紋別市に被災者の応急住宅を確

保・投資し、速やかに対応できる体
制づくりと協定 

暑
さ
・電

川
・山
に

紋
別
市
へ 
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認証材の安全・安心＋ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化 

 

 
 構  成／素材生産団体、木材流通加工団体

 

 認 証 基 準 
JAS基準より厳しく

構 成 素材 産 体、 材流通 体
 事務局／紋別木材協同組合 

 

認 定 工 場 検 査 体 制

JAS基準より厳しく

      品質保証 
含水率基準

認  定  工  場        検   査  体  制 
     登   録          林産試験場(旭川) 

網走西部流域SGEC認定事業体

    含水率基準 
     品 質 基 準 
     寸 法 基 準 

対象 網走西部流域SGEC認定事業体 
  対象品目 
   針葉樹下地用製材 

針葉樹集成材

取 得 別         業 種 別 
  統合事業体 3G 35社    素材生産業 15社 

  針葉樹集成材 
   針葉樹羽目板 
   広葉樹関係 

  単独事業体    14社    林産物加工 17社

     計    3G  49社    建 設 業  17社 
                       計    49社   

     (現在基準検討中)

19 

木造カラマツ造りの乳用牛育成施設 
 道営草地整備事業で、育成乳牛1,410頭
を収容する「ほ育預託施設」が平成19年度
から建設されています。 

当初鉄骨造りで計画されていましたが、地 

域の「森林認証によるまちおこし」や、木造 

カラマツ造りの優位性を訴え 全建築物をカラマツ造りの優位性を訴え、全建築物を 

カラマツ造りに計画変更していただき建設 

され、23年度完成を予定しています。 

事業主体／北海道  管理主体／ｵﾎｰﾂｸはまなす農協 

農協事業年度／平成19年度 ～ 平成２３年度 

事 業 費 ／15億5 300千円事 業 費 ／15億5,300千円

規  模 ／木造16棟12,538㎡ （用地面積～6ha ）  

認証材使用量（カラマツ） 1,200m3 

主なカラマツ造りの特性 

・環境負荷が小さくやさしい  ・吸音性に優れる   牛のｽﾄﾚｽ 

・悪臭が少なく「ハエ」がいない。             が少ない 

・温度・湿度の変化が少ない（水滴発生が無い） 

・腐食性に強い（塩害・アンモニア） 
20 
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「認証の家」づくりと開発認証の家」づくりと開発 
紋別市認証材活用住宅助成事業 

オホーツクに根ざした認証の家 

SGEC森林認証で 

 

◆事業主体／紋 別 市

◆対象要件／新築・増築・改築する市民 

認証材を ㎥ 上使用        SGEC認証材を５㎥以上使用 

         認定事業体（COC）が施工する 

◆助 成 額／構造材 ５万円／ ㎥◆助 成 額／構造材～５万円／ ㎥ 

         板 材～５千円／㎡ 

◆事業の実施

建設年度／平成22年度 
規   模／木造平屋 A=72.87㎡ ◆事業の実施 

   平成２１年度から実施が始まり、 
  既に１７件の森林認証住宅が建 

設されています

          （認証材使用） 

平成２３年度に紋別市と京都大
学が連携し 「ワンウェイフ  設されています。 

      

学が連携し、「ワンウェイフ
レーム工法」で、「医師住宅」
を建設！ 21 

紋別市 
※紋別市有林 等 
造林地の間伐・育林 
⇒カーボンオフセット 

間伐材の利用⇒Ｃｏ2の固定 
※オホーツク中央森林組合『管理受託契約」 
造林放棄地の斡旋 管理 森林認証林

ボンオ ッ

防
災

カ
ー

防
災

木

※環境にやさしい認証材 
を使った木製品の提供」 

造林放棄地の斡旋・管理⇒森林認証林 

災
基
金
の
創
設 

港
区
民
植
樹
活
動

港
区
企
業
の
森 

間
伐
資
金
の
調
達 

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
協

災
に
関
す
る
協

木
育
・も
の
づ
く
り
協
定

間伐材 製材利用 
港 
区 

※素材を活かした 
斬新なデザインの提供」 

動 定 

協
定 

定 

仮設住宅システムの研究検討・備蓄 ※防災協定の締結     
・仮設住宅材備蓄基地構想 災  害  時 

港区での「仮設住宅建設」 
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